
2020 年度事業報告書 

     法人の名称 NPO 法人フォーラム・アソシエ 

 

１． 事業活動報告 

・2020 年度は、会員がアソシエーションを作り企画運営する「ラボ」を事業の軸として計画をたて

ました。また、「ラボ」の発展形を構想し、アソシエの収益事業にしていくために、「ラボ」の担当

理事をメンバーとした「ラボ連絡会」を開催し、各ラボの情報共有をベースに、ラボがつながって、

さらに力を発揮したり、新しい展開がひらけていくことで事業自立にもつなげたいと考えていま

した。 

・しかし、新型コロナウィルス（以下、コロナ）の感染拡大の影響で、予定していた事業や活動はか

なり制約を受けました。上期は「ラボ」すべて未実施、市民活動サポート事業の柱のエッコロ講座

も生活クラブ生協が開催を見送ったため依頼もなくなった中、アソシエとしてはいち早くオンラ

イン化への取り組みにチャレンジし、講師のスキルアップを進めました。 

・登録講師が Facebook グループを作り、オンライン講座に講師が参加し合い、アドバイスし合って

オンライン講座のブラッシュアップを図ることができ、おおぜいの講師が集うアソシエの良さが

評価されました。 

・コロナ禍で直接会うことが難しくなる中、正会員の意見交換の場として「アソシエフォーラム」を

11/22 に開催しました。アソシエがアソシエーションを育くむ存在であることを共有できました。 

・持続化給付金や横浜市緊急助成金を受け今年度の収支は安定していますが、柱となる事業が作れ

てない課題は継続しています。事務局の担い手不足も顕在化してきていて、中長期のアソシエの事

業、経営、担い手づくりを描くことが次年度の大きな検討課題であることが明確になりました。 

 

２． 事業内容 

（1） つながりづくり事業 

① おるた家族食堂 

運営は、昨年に引き続き、アソシエの会員とおるた家族食堂に賛同する地域の市民による「おるた

ダイナース」が担い、コロナの中でもやれることを模索し、オンラインにも取り組みながら開催し

てこれたことは評価できます。みんなで一緒に食事をする楽しさを実感でき、小さな子の学びの場

にもなっていて、おるた家族食堂で目指したことが形になってきました。ダイナースメンバーも会

員も増え、広がっています。会場費は生活クラブ生協の協力を頂き免除になっています。 

■2020 年度活動実績 

開催日 オンライン（6/13 7/11  9/12  10/10 2/13  3/13） 

対面（11/7  12/12） 

参加人数 オンライン のべ 47 家族  対面 のべ 34 人 

会員数 ダイナース（運営メンバー）7 人、会員家族数 25 

【日時】年 7 回 



【場所】横浜市港北区新横浜 

【従事者人数】7 人（理事、おるた家族食堂会員） 

【受益対象者】一般市民 

【支出額】14,408 円 

 

② 農ある暮らしづくり 

市民が作る市民の農園、畑を真ん中にした多世代が集うコミュニティづくりをめざし、プロジェク

トを継続し、地道に農家さん探しを続け、協力が期待できる農家さんとのミーティングを持ちまし

たが、具体的な進捗はありませんでした。具体的な活動としては、都筑区で市民参加型のお米作り

をしている農家さんの協力のもと、子どもたんぼ会員に取り組み、2 組の参加を募り米作りの 1 年

の体験を提供することができました。ネットワークづくりと農をテーマにした市民の対話の場づ

くりとして構想した「農ラボ」はオンライン開催トライアルの 1 回にとどまりました。アソシエ本

体の今後の事業展開や担い手づくりの検討も必要になっていることから、農 PJはいったん中止し、

それらの検討が進んだ時点で再度構想を練ることとしました。 

■2020 年度活動実績 

市民農園

づくり PJ 

担当理事による地権者（農家）探し、農家さんとのミーティング 

田んぼ会

員 

2 組申し込み 

田んぼの準備、田植え、草取り、稲刈り、脱穀までの過程を体験 

農ラボ 7/10 実施 

【日時】年間 

【場所】横浜市港北区新横浜 

【従事者人数】３人（理事、事務局） 

【受益対象者】一般市民 

【支出額】144,632 円 

 

（2） 人づくり事業 

① 防災減災 

「防災減災らぼ」「災害時に子どもを守ろう（防災減災講座）」「なつやすみ親子でぼうさい」の 3

つの講座を企画しましたが、コロナの影響で防災減災講座は取りやめました。「防災減災らぼ」は

上期は中止としましたが、下期はオンラインで開催することができたのは成果です。「なつやすみ

親子で防災」も企画を立てましたが、集客につながらず未実施となりました。広報には課題があり、

次年度に向けてはコンセプトや組み立てを変えてチャレンジします。港北区社会福祉協議会「ふれ

あい助成金」を活用しています。 

■2020 年度活動実績 

防災減災らぼ 10/6 「災害時のペットとあなたにできること」 参加 9 人 

    講師：（一社）HUG 代表 富士岡 剛さん  

10/27 「緊急時の子どもの心のケア」 参加 7 人 



    講師：公益財団法人セーブ・ザ・チルドレンジャパン認定講師 

11/10 「災害時にも巣ごもり時にも役立つ、おうち備蓄とポリ袋調理」  

参加 6 人 

    講師：アソシエ減災ガールズ 

なつやすみ親子で

ぼうさい 

8/６「なつやすみ親子で防災」クッキングと回転備蓄 

申し込み無し 

【日時】年間 

【場所】横浜市港北区新横浜 

【従事者人数】7 人（理事、会員） 

【受益対象者】一般市民 

【支出額】158,791 円 

 

② 子育て 

コロナの影響を受け、オンラインに切り替えて 5 回連続講座を企画しました。コンセプトは昨

年に引き続き「子育て支援者のための講座」としましたが、対象となる人へのチームメンバーか

らの声かけ（お誘い）が難しかく、受講者はチームメンバー以外は各回１～2 名にとどまりまし

た。港北区地域のチカラ助成金を活用しました。次年度は講師を招くラボ形式の開催せず、子育

て関係者の交流会のような形で今年までの活動を振り返りつつ、互いの活動を深く知る活動と

することを確認しています。 

■2020 年度活動実績 

子育て LABO 第 1 回「妊婦～産後のママの心」 7 人 

 講師：100smile 助産師 順天堂大学医療看護学部助教 永田智子さん  

第 2 回「0 歳児の発達を知る」9 人 

 講師：子ども家庭リソースセンター理事 臨床心理士 永田陽子さん  

第 3 回「パパとの子育て」 5 人 

 講師：育休後コンサルタントⓇ山口理栄さん 

第 4 回「子どもとメディア最前線」 ６人 

 講師：NPO 法人子どもとメディア常務理事 古野陽一さん  

第 5 回「自然と遊ぶ子育て」 6 人 

 講師：慶応大学名誉教授 岸由二さん 

【日時】年間 

【場所】横浜市港北区新横浜 

【従事者人数】7 人（理事、会員） 

【受益対象者】一般市民 

【支出額】234,634 円 

 

③ 自然あそびインストラクター養成講座 

年度方針に沿って、春・夏・秋・冬の四季の 3 回連続講座を企画運営しました。コロナの感染拡大



により 20 年 4 月は初の緊急事態宣言を踏まえ中止としました。21 年 1 月と 2 月、特別講座はオ

ンラインで実施し、ノウハウを積み重ねることができました。 

四季の講座を修了＋特別講座の受講を以てインストラクターに認定する制度に変えていくことと

し 3 名が「自然あそびインストラクター」に認定されました。20 年度方針として インストラク

ターマスター制度も作っていく方向性を立てましたが、理事会で議論を重ね、アソシエの自然あそ

び塾は自然あそびに関わる人を育み、生み出す役割であり、その先の活動は個々の活動にゆだねる

こととしました。今年度からフィールドを旭区の大池自然公園に移しましたが、コロナ禍でこれま

での生活を見直すことや自然の中で過ごすことへの価値が再評価され、担当理事の積極的な広報

活動もあり、受講生が増えています。 

■2020 年度活動実績 

自然あそび

インストラ

クター養成

講座 

【春】3/27  4/17（中止）  5/29 

【夏】6/26  7/10  8/28 

【秋】9/11  10/23  11/27 

【冬】12/18  1/22  2/19 ※1 月と 2 月はオンライン 

【特別講座】3/15（オンライン） 

【日時】年間 

【場所】四季の森公園など 

【従事者人数】4 人（理事、会員） 

【受益対象者】一般市民 

【支出額】239,856 円 

 

④ 講師派遣・講座開催事業 

一般講座は 56 企画の申し込みがありました。主にはエッコロ講座の枠に収まらないオンライ

ン講座への生活クラブ組織からの依頼が多く、地域からの講師派遣依頼は９件にとどまりまし

た。そのうちコロナで中止になったのが４企画でした。「生活クラブ拡大出張講座」は 19 件の

依頼がありましたがコロナ禍の緊急事態宣言で市民活動も制約を受け、キャンセルが相次ぎま

した。オルタ館フェスタはコロナのために中止となり、講師の参加の場面は作れませんでした。 

■2020 年度活動実績 

講師派遣 56 企画 

生活クラブ拡大出張講座 19 企画 

【日時】年間 

【場所】神奈川県内 

【従事者人数】アソシエ登録講師      

【受益対象者】一般市民           

【支出額】478,534 円 

 

⑤ オンラインへの取り組み 

コロナの感染拡大により、計画していた事業が出来なくなる中で、急遽、オンラインの取り組



みを推進しました。未知のウィルスと感染拡大で制約される市民の暮らしに不安が高まる中、

「癒し・学び・つなり」が大切と考え、地域貢献であり、講師のブラッシュアップにつながる

オンライン講座の習熟と提供に向けて、段階を追って実践しました。 

【第１段階】5 月～ 

アソシエオンライン計画

の提案と、Zoom 体験 

講師対象の Zoom ミーティング。構想の提案と、Zoom 体験、第 2 段

階の練習会への参加お誘い。計７回開催、のべ 36 人参加。 

【第 2 段階】5 月～ 

Facebook グループを作

り、ミニ講座をプレゼン

し、参加メンバーがアド

バイス。 

Facebook のグループページを作って、講座を提案し、参加しあって

共育を進めた。講座は 30 分のミニ講座。講座と交流タイムを含む。

参加者 41 人、45 講座開催（7/6 現在）。管理者は理事長、メンテナ

ンス（イベント作成など）は事務局が担当。 

◆7/4 学習会開催（Zoom） 

16 名参加①ほっとひと息講座取組みの背景②開催状況やルール③

Zoom ミニ講座と、知恵が集まり、充実した学習会になった。 

【第 3 段階】6 月～ 

「アソシエ発ほっとひと

息オンライン講座」を展

開 

「アソシエ発ほっとひと息オンライン講座」 

地域貢献（癒し・学び・つながりの 3 つがキーワード）、講師が経験

を積む、アソシエを多くの人に知ってもらう、一石三鳥の事業となっ

た。講座料は無料で提供。6 月～8 月の 2 か月で 86 講座を提供。参

加講師 11 人、申込数 174 件 

【第 4 段階】 

オンライン有料講座の取

り組み 

有料講座を提供。開催ルール（講師と事務局の役割分担、個人情報の

取り扱いなど）の整備を行った。 

 

（3） 地域の市民活動サポート事業 

① 市民活動に関する事務代行事業 

事務所を持たない市民事業活動家の会員の郵便物の預かりや、活動に必要なグッズの預かり、企

画の参加申し込みを通じて市民活動をサポートしました。 

【日時】年間 

【場所】横浜市港北区新横浜 

【従事者人数】3 人（事務局）      

【受益対象者】アソシエ会員 

【支出額】なし 

② 市民活動に関する相談、サポート事業 

・生活クラブ生協からの受託事業として、農園サポーターを担いました。生活クラブの活動を理

解し、人に丁寧に向き合い、人を結ぶ業務が評価されています。生活クラブ生協からはオンライ

ン関連の受託も 2 件受けました（オンラインエッコロ講座実験取組、オンライン学習会資料作

成と学習会講師対応） 

・生活クラブ生協の組合員活動「エッコロ講座」に講師を派遣しています。コロナ禍で申し込み

は 265 講座で昨年比は約 50%となりました。実際に開催されたのは 206 講座で昨年比 39％でし



た。それでもこの状況下で昨年比 50％の申し込みを受けたことは評価に値します。講座内容は

もとより、主催者に寄り添った丁寧なコーディネートが評価されています。 

・一方で、講師の数が増え、コーディネートのボリュームが限界になってきているエッコロ講座

の講師派遣については、新しい講師団体を生み出して主体的な講師の活躍の場を広げる構想を持

ち、1 月～3 月にかけて５回の説明会を開催し、43 人の講師の参加がありました。次年度の検討

会につなげることができました。エッコロ講座に関しては新しいアソシエーションを作って、生

活クラブ生協の活動に寄与し、講師自身も積極的な活動のできる形を、22 年度に向けて模索し

ていきます。 

・生活クラブ生協が主催する「復興支援まつり」の実行委員会には活動の優先順位を鑑み、参加

しませんでしたが、この間の関りの中でオンライン企画の「たかとくちゃんねる」の進行役を託

されて担いました。 

・アソシエの資源（人、情報）を活用した「相談事業」に取り組み始めましたが、20 年度は広

げることができませんでした。 

■2020 年度活動実績 

生活クラブ受託事業 生活クラブみんなの農園サポーター、エッコロオンライ

ン講座実験取組、オンライン学習会対応 

生活クラブエッコロ講座講師派遣 

申込数 

食：対面 13、オンライン 42 

生活文化：対面 98、オンライン 53 

エッコロ講座未来構想づくり説明

会 

緊急事態宣言を受け、すべてオンライン（Zoom）で開催。

1/7（木）参加講師 19 人、参加理事 4 人 

1/14（木）参加講師 9 人、参加理事 3 人 

1/17（日）参加講師 14 人、参加理事 3 人 

2/5（金）参加講師 1 人、理事 3 人 

2/8（月）参加講師 3 人、理事 2 人 

相談事業 実績無し 

【日時】年間 

【場所】神奈川県内 

【従事者人数】アソシエ登録講師、事務局      

【受益対象者】生活クラブ生協組合員、一般市民 

【支出額】1,449,440 円 

 


